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【
は
じ
め
に
】 

 

本
県
の
養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
生
産
量
は
全
国
一

位
で
約
五
十
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
重
要
な
産

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
魚
価

の
低
迷
や
、
餌
料
コ
ス
ト
の
増
大
等
が
追
打
ち

と
な
り
、
養
殖
漁
家
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
打
開
し
、
養
殖
業
者
の
経

営
を
改
善
し
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
場
価

値
の
高
い
養
殖
ト
ラ
フ
グ
を
生
産
、
販
売
し
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ご
存
知
の
と
お

り
、
ト
ラ
フ
グ
の
精
巣
は
高
級
食
材
で
あ
る
白

子
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
白
子
入
り
の
雄

ト
ラ
フ
グ
は
、
相
場
に
左
右
さ
れ
ず
雌
の
約

一
．
三
倍
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
一
）
。 

               

 

総
合
水
試
で
は
、
ト
ラ
フ
グ
を
選
択
的
に
市

場
価
値
の
高
い
雄
に
す
る
全
雄
ト
ラ
フ
グ
作
出

技
術
を
平
成
二
十
七
年
に
確
立
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
市
場
導
入
に
向
け
た

取
組
み
を
中
心
に
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
全
雄
ト
ラ
フ
グ
作
出
方
法
】 

ま
ず
は
、
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
作
り
方
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
ト
ラ
フ
グ
は
、
ヒ
ト
と
同
じ

く
Ｙ
染
色
体
を
持
つ
も
の
が
オ
ス
に
な
り
ま
す

（
図
二
）。
こ
の
染
色
体
は
オ
ス
親
か
ら
子
に

引
き
継
が
れ
ま
す
。
通
常
、
オ
ス
が
生
産
す
る

精
液
に
は
、
Ｘ
染
色
体
を
保
有
す
る
精
子
と
Ｙ

染
色
体
を
保
有
す
る
精
子
（
便
宜
上
、
Ｘ
精
子

お
よ
び
Ｙ
精
子
と
呼
ぶ
）
が
同
数
含
ま
れ
、
Ｙ

精
子
が
受
精
す
る
と
オ
ス
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
Ｙ
精
子
の
み
を
生
産
す
る
オ
ス
を
作
出

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
は
全
て
雄
と
な
り

ま
す
。 

          

 

図 1 トラフグ雌雄別価格イメージ 

図 2 トラフグの性決定 



こ
れ
を
実
現
す
る
も
の
が
、
“超
雄
ト
ラ
フ

グ
”
で
す
（
図
三
）。
超
雄
ト
ラ
フ
グ
は
、
Ｙ

染
色
体
を
二
セ
ッ
ト
保
有
す
る
た
め
、
生
産
す

る
精
子
に
は
Ｙ
精
子
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
超
雄
ト
ラ
フ
グ
を
作
出
で
き
れ

ば
、
全
雄
種
苗
の
生
産
は
可
能
と
な
り
ま
す
。 

   

      

   

そ
こ
で
、
超
雄
ト
ラ
フ
グ
を
作
出
す
る
方
法

と
し
て
代
理
親
魚
技
術
に
注
目
し
ま
し
た
（
図

四
）。 

            

 

こ
の
技
術
は
、
あ
る
魚
の
卵
や
精
子
（
配
偶

子
）
を
別
種
の
個
体
ま
た
は
同
一
種
の
別
個
体

に
生
産
さ
せ
る
技
術
の
こ
と
で
す
。
方
法
は
、

ト
ラ
フ
グ
精
子
の
基
と
な
る
細
胞
（
精
原
細

胞
）
を
取
り
出
し
、
免
疫
能
が
未
熟
な
（
異
種

の
細
胞
を
拒
絶
し
な
い
）
産
ま
れ
た
ば
か
り
の

ク
サ
フ
グ
の
腹
腔
内
に
移
植
し
ま
す
。
移
植
し

た
ク
サ
フ
グ
が
成
熟
す
る
と
ト
ラ
フ
グ
の
配
偶

子
を
生
産
し
、
卵
に
は
オ
ス
由
来
の
Ｙ
卵
が
含

ま
れ
、
こ
れ
か
ら
超
雄
ト
ラ
フ
グ
を
誕
生
さ
せ

ま
し
た
。
ク
サ
フ
グ
を
代
理
親
魚
に
利
用
し
た

理
由
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
成
熟

ま
で
の
期
間
が
ト
ラ
フ
グ
の
二
分
の
一
で
あ
る

こ
と
、
二
つ
目
は
成
熟
時
の
サ
イ
ズ
が
ト
ラ
フ

グ
の
約
百
五
十
分
の
一
と
非
常
に
小
さ
い
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ク
サ
フ
グ
を
代
理
親
魚

に
す
る
こ
と
で
技
術
開
発
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
が
図
ら
れ
、
親
魚
管
理
に
必
要
な
設
備
や

労
力
も
削
減
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

            

図 3 超雄トラフグ 

図 4 代理親魚技術を用いた全雄トラフグ種苗生産 



  

こ
れ
ら
成
果
の
県
内
普
及
に
向
け
て
、
超
雄

ト
ラ
フ
グ
を
用
い
て
全
雄
種
苗
を
生
産
し
、
成

長
や
生
残
率
等
の
養
殖
に
対
す
る
適
性
を
検
証

す
る
試
験
を
行
い
ま
し
た
。 

【
陸
上
養
殖
適
性
試
験
】 

 

平
成
二
十
七
年
二
月
に
雌
一
尾
か
ら
得
ら
れ

た
卵
を
六
等
分
し
、
こ
れ
ら
を
超
雄
と
通
常
雄

そ
れ
ぞ
れ
三
尾
分
の
精
子
と
受
精
さ
せ
六
種
の

種
苗
を
生
産
し
ま
し
た
。
次
に
こ
れ
ら
の
種
苗

を
出
荷
サ
イ
ズ
に
達
す
る
ま
で
飼
育
を
継
続
し

ま
し
た
。
試
験
終
了
時
に
、
全
尾
を
取
上
げ
、

生
残
尾
数
、
体
重
、
白
子
重
量
を
測
定
し
た
結

果
、
全
雄
種
苗
は
、
通
常
種
苗
と
比
較
し
て
生

残
率
、
成
長
、
白
子
重
量
に
有
意
な
差
は
認
め

ら
れ
ず
、
遜
色
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
図

五
）。 

               

  

【
海
面
養
殖
適
性
試
験
】 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
に
総
合
水
試
で
全
雄
種

苗
の
生
産
を
行
い
、
県
内
二
者
の
養
殖
業
者
に

合
計
二
．
三
万
尾
の
飼
育
を
委
託
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
出
荷
時
の
平
均
体
重
は
一
．
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
生
残
率
は
約
六
割
で
、
通
常
の
ト

ラ
フ
グ
と
同
等
で
途
中
に
大
き
な
減
耗
も
な
く

順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。 

 

前
述
し
た
二
件
の
陸
上
お
よ
び
海
面
養
殖
適

性
試
験
で
は
、
全
雄
種
苗
の
生
産
を
総
合
水
試

で
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
雄
種
苗
を
実
用

化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
民
間
の
種
苗
生
産
機
関

が
全
雄
種
苗
を
生
産
で
き
る
こ
と
が
必
須
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
三
十
年
二
月
に
県

内
種
苗
生
産
機
関
に
生
産
を
委
託
し
、
民
間
に

よ
る
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
種
苗
生
産
試
験
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
精
率
七
十
％
、
ふ

化
率
五
十
五
％
と
や
や
ふ
化
率
は
低
か
っ
た
も

の
の
、
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
ま
で
の
生

残
率
は
七
十
一
％
と
好
成
績
を
収
め
、
そ
の
後

の
生
育
も
順
調
で
し
た
。
生
産
し
た
全
雄
種
苗

は
、
県
内
七
者
の
養
殖
業
者
（
海
面
養
殖
六

者
、
陸
上
養
殖
一
者
）
へ
四
．
七
万
尾
を
配
付

し
、
現
在
養
殖
適
性
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
養
殖
業
者
か
ら
の
聞
取
り
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
養
殖
過
程
に
お
い
て
大
き
な
問
題
も
な

く
、
通
常
の
ト
ラ
フ
グ
と
特
に
変
わ
ら
ず
順
調

に
生
育
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
令
和
元

年
度
に
も
同
様
の
仕
組
み
で
、
民
間
業
者
四
者

が
種
苗
生
産
試
験
を
行
い
、
そ
の
種
苗
十
三
万

図 5 陸上養殖適性試験結果 



尾
を
用
い
て
養
殖
適
性
試
験
を
、
県
内
十
八
の

養
殖
業
者
が
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

【
お
わ
り
に
】 

 

全
雄
種
苗
の
市
場
導
入
に
よ
り
、
白
子
が
過

剰
供
給
と
な
り
価
格
が
暴
落
す
る
こ
と
は
絶
対

に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

総
合
水
試
で
は
関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
白

子
の
適
正
価
格
を
維
持
で
き
る
供
給
量
を
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。
現
在
行
っ
て
い
る
養
殖

適
性
試
験
を
通
じ
て
、
全
雄
出
荷
尾
数
が
白
子

の
価
格
に
与
え
る
影
響
を
調
査
し
、
市
場
の
動

向
を
見
据
え
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
養
殖
業
者
お
よ
び
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ

付
加
価
値
の
高
い
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
開
発
に
取

組
む
考
え
で
す
。 

（
担
当 

濱
崎
将
臣
） 

 


